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学会発表
国内全国規模の学会
1 柳瀬正平，井上卓也，村中友加里，永瀬浩太郎，杉田和成：CD8と CD56が陽性であった菌状息

肉症．第121回日本皮膚科学会総会（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐5（現地開催及び LIVE
配信），2022，7，19‐2023，3，31（E-learning）．

2 井上卓也：皮膚から血液を見る血液疾患とデルマドローム．第121回日本皮膚科学会総会（ハイブ
リッド開催）．2022，6，2‐5（現地開催及び LIVE配信），2022，7，19‐2023，3，31（E-
learning）．

3 ＊嘉村真知子，井上卓也，杉田和成：尋常性乾癬にリサンキズマブを使用し改善をみた原発性胆汁性
胆管炎．第121回日本皮膚科学会総会（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐5（現地開催及び LIVE
配信），2022，7，19‐2023，3，31（E-learning）.

4 ＊大森 俊，池上隆太，加藤裕史，小森敏史，清水知道，杉田和成，谷崎英昭，中島英貴，林周次郎，
松尾梨沙，三井 広，柳澤宏人，山口道也，山崎 修，中西健史：糖尿病性潰瘍・壊疽の検査と治
療 多職種連携のすすめ．第121回日本皮膚科学会総会（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐5（現
地開催及び LIVE配信），2022，7，19‐2023，3，31（E-learning）．

5 岡 莉恵，井上卓也，西 純平，相島慎一，大島孝一，永瀬浩太郎，杉田和成：鼻尖部偽リンパ腫
として治療中に，口唇や眼瞼に結節を生じた粘膜関連リンパ組織節外性辺縁帯リンパ腫．第38回日
本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（ハイブリッド形式開催）．2022，6，24‐25（現地開催及び LIVE配
信），2022，8，17‐9，14（オンデマンド配信）．

6 杉田和成：アトピー性皮膚炎における上皮バリア機能と IL‐4／13の関わりについて．第71回日本
アレルギー学会学術大会（ハイブリッド開催），イブニングシンポジウム．2022，10，7‐9（現地
開催及びライブ配信），2022，11，1‐30（オンデマンド配信）．

7 杉田和成：アトピー性皮膚炎の病態とバリシチニブの臨床的意義を考える．第74回日本皮膚科学会
西部支部学術大会（ハイブリッド開催），モーニングセミナー．2022，10，22‐23（現地開催＋LIVE
配信）．

8 永瀬浩太郎：紫外線と皮膚がん．第38回日本臨床皮膚科医会総会・臨床学術大会（ハイブリッド開
催）．2022，4，23‐24（現地開催＋LIVE配信），2022，5，12‐6，13（オンデマンド配信）．

9 永瀬浩太郎：メルケル細胞癌．第121回日本皮膚科学会総会（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐
5（現地開催及び LIVE配信），2022，7，19‐2023，3，31（E-learning）．

10 永瀬浩太郎：メルケル細胞ポリオーマウイルス．第38回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（ハイブ
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リッド形式開催）．2022，6，24‐25（現地開催及び LIVE配信），2022，8，17‐9，14（オンデマ
ンド配信）．

11 永瀬浩太郎：メルケル細胞癌診療の実際．第38回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（ハイブリッド形
式開催）．2022，6，24‐25（現地開催及び LIVE配信），2022，8，17‐9，14（オンデマンド配信）．

地方規模の学会
1 杉田和成：アトピー性皮膚炎の歴史と免疫の理解 外用療法について．第31回佐賀県臨床皮膚科医
会．2022，4，9．

2 杉田和成：アトピー性皮膚炎の病態と自然リンパ球．日本皮膚科学会 徳島地方会．2022，5，29．
3 杉田和成：免疫学から見たアトピー性皮膚炎治療の進歩．日本皮膚科学会 第235回熊本地方会（ハ

イブリッド開催）．2022，9，4（現地開催＋ZOOM）．
4 米倉直美：全身麻酔中に生じたアナフィラキシーショックの原因検索．日本皮膚科学会 第86回佐
賀地方会．2022，5，22．

5 井上卓也，杉田和成：慢性骨髄性白血病の治療中に生じた粘膜関連リンパ組織節外性辺縁帯リンパ
腫．第78回日本皮膚科学会 高知地方会（ハイブリッド開催）．2022，4，2‐3（現地開催＋
ZOOM）．

6 杉田和成：患者さんの病態を探求することの大切さ～私の研究への思いとこれから～．第286回日
本皮膚科学会岡山地方会・第52回岡山研究皮膚科フォーラム．2022，5，14．

7 橋本安希，米倉直美，永瀬浩太郎，井上卓也，杉田和成：当院における2021年度の壊死性筋膜炎11
症例について．日本皮膚科学会 第86回佐賀地方会．2022，5，22．

8 西 純平，橋本明子：2種類のCOVID‐19ワクチンで凍瘡様皮疹を生じた1例．日本皮膚科学会
第86回佐賀地方会．2022，5，22．

9 ＊橋本明子，西 純平：びまん性新生児血管腫症の1例．日本皮膚科学会 第86回佐賀地方会．2022，
5，22．

10 岩永知未：ダウン症に合併した蛇行性穿孔性弾力線維症の1例．日本皮膚科学会 第86回佐賀地方
会．2022，5，22．

11 ＊中川 彩，杉田和成：ビスホスホネート製剤と顎骨壊死．日本皮膚科学会 第403回福岡地方会（ハ
イブリッド開催）．2022，11，26‐27（現地開催＋ライブ配信）．

12 池田宏器，井上卓也，柳瀬正平，田中絵里子，永瀬浩太郎，杉田和成：上腕に生じ，所属リンパ節
と肺に転移を来した basosquamous carcinoma．日本皮膚科学会 第234回熊本地方会（WEB開催）．
2022，3，12‐13．

13 池田宏器，井上卓也，田中佳世，永瀬浩太郎，杉田和成：頭蓋骨破壊を来した巨大頭部熱傷瘢痕癌．
日本皮膚科学会 第37回島根地方会（ハイブリッド開催）．2022，8，6‐7（現地開催＋WEB配
信）．

14 西島君耶，米倉直美，永瀬浩太郎，井上卓也，杉田和成：左頚部に生じた原発性皮膚CD4陽性小
型・中型Ｔ細胞リンパ増殖異常症．日本皮膚科学会第400回福岡地方会（ハイブリッド開催）．2022，
3，13（現地開催及びWEB配信）．

15 田中亜季，井上卓也，杉田和成：耳介に生じ，lupus pernio との鑑別を要した lupus vulgaris．日
本皮膚科学会 第150回広島地方会（ハイブリッド開催）．2022，2，26‐27（現地開催＋WEB配信）．

16 柳瀬正平，井上卓也，岩永知未，永瀬浩太郎，杉田和成：頭部に異なる臨床像の複数病変を生じた
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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教 授 杉田 和成 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 3型自然リンパ球の皮膚炎と
皮膚バリアにおよぼす影響の
解明

1，040

職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

教 授 杉田 和成 JACI Outstanding Reviewer Award

epithelioid malignant peripheral nerve sheath tumor．日本皮膚科学会 第75回愛媛地方会．2022，
10，8‐9．

17 永瀬浩太郎：広がる治療選択肢 生物学的製剤と分子標的薬．第32回佐賀県臨床皮膚科医会．2022，
8，6．

18 井上卓也：et のつく皮膚疾患～PLEVA etc～．第33回佐賀県臨床皮膚科医会．2022，12，10．
その他の学会
1 杉田和成：光アレルギーの臨床～じんま疹の話題も含めて～．佐賀県医師会学術講演会．2022，1，
13．

2 杉田和成：光アレルギーの臨床と病態～じんま疹の話題も含めて～．皮膚アレルギーUpdate2022
in 北海道．2002，5，21．

3 杉田和成：アトピー性皮膚炎の病態と治療法の進歩．神奈川皮膚科免疫アレルギー懇話会．2022，
7，14．

4 米倉直美：全身麻酔中に生じたアナフィラキシーショックの原因検索．第29回佐賀県アレルギー講
習会．2022，2，10．

5 永瀬浩太郎，田中佳世：熱傷の診療のコツ．第48回佐賀大学こどもセンター 多科合同セミナー．
2022，2，15．

6 永瀬浩太郎：基礎疾患により治療選択に苦慮した悪性黒色腫．肥前皮膚腫瘍カンファレンス．2022，
9，21．

7 永瀬浩太郎：アトピー性皮膚炎診療におけるオルミエント内服治療．Dermちゃんねる．2022，8，
17．

研究助成等

学術（学会）賞
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